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半島でイシガメ31個体，ミシシッピアカミミガメ

Trachemys scripta elegans （以下，アカミミガメ）

４個体，また大隅半島ではイシガメ21個体，アカミ

ミガメ２個体とクサガメ Mauremys reevesii １個体

が捕獲された．これにより，九州南部には外来種

が侵入している地域もあることが明らかとなった．

しかし侵入地域は限定的であり，ニホンイシガメと

同所的に外来種が捕獲されることがなかった．
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中村・亀崎（2018）で南九州市の一部地域にニ

ホンイシガメMauremys japonica（以下，イシガメ）

のみが生息する地域が残されていることが報告さ

れた．これを受け，2021年より現在にかけて薩摩

半島全域を対象に淡水ガメ相の捕獲調査を行っ

ている．今回は新たに大隅半島の個体データを加

えたので，経過報告をする．2021･2022年に計4

回，薩摩半島では万之瀬川水系以南を調査対象

地域とし，その地域の河川･ため池にカメ捕獲用か

ご罠を設置した．誘引餌には，海水魚のアラ等を

使用した．また，薩摩半島の個体と比較するため

に，岡山県･熊本県･大隅半島で同じ方法で捕獲

調査を行った．九州南部での捕獲調査にて，薩摩
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